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収集日 収集地区 収集日 収集日

金属類・灰類
くつ類・プラスチック類

陶器・ガラス類
くつ類・プラスチック類

教育 健康・保健 文化・体育 その他

水 木 金 土火月

2021.6

16日（水）

28日（月）

30日（水）

29日（火）

21日（月）

23日（水）

22日（火）

14日（月）

16日（水）

15日（火）

7日（月）

9日（水）

8日（火）

頓　原

23日（水）赤　来

資源物
汲取り地区 汲取り日 収集地域

頓　原
志　々

赤　名

来　島 15日（火）　 16日（水）

18日（金）　 22日（火）

　8日（火）　   9日（水）

●4,698人（前月比+16人）  ●男性2,210人  ●女性2,488人  ●世帯数2,051戸　R3.5.1 現在

し尿汲取り日

町の人口

［頓原地域］電話72-1401 ［赤来地域］電話76-2441 ［いいしクリーンセンター］電話72-9217　※決められた日時をお守りください。

スマホで広報紙を
読みませんか？

日

頓 原 連 担 地

八 神 連 担 地

頓原・八神連担地以外

赤 名 連 担 地

来 島 連 担 地

赤名・来島連担地以外

きじま里山講座
「野草観察」
（三瓶自然観サヒメル）

みんなの広場映画会
「花のあとさき」
（来島交流センター）

はぴこ無料結婚相談会
（役場本庁舎）
18：00～※予約制

親子読書アドバイザーの
読み聞かせ・子育てミニ講話
（中央図書館）
11：00～12：00
しまね家庭の日

雲南市・飯南町中学校
総合体育大会（～5日）
乳児健診
（保健福祉センター）

中学校市町陸上大会
（三成公園陸上競技場）
ほっと。Café
（来島保健センター）
（食講座【大人】）10：00～13：00
こころの健康相談日
（保健福祉センター）※完全予約制

授業公開日
（来島小）

授業公開日
（頓原小）

遠足（頓原小）

授業公開日・
地区懇談会
（赤名小）
ほっと。Café
（来島保健センター）
10：00～11：30

ほっと。Café
（来島保健センター）
10：00～11：30

ほっと。Café
（来島保健センター）
10：00～11：30

飯南町音楽祭
（頓原中・赤来中）

ほっと。Café
（来島保健センター）
（リフレッシュ講座）
10：00～11：30
町県民税納期限
国民健康保険料納期限
後期高齢者医療保険料納期限
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備
え
て
い
て
も
、
備
え
て
い
な
く
て
も
、

突
然
や
っ
て
く
る
災
害
。

　
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

か
ら
こ
そ
、
今
で
き
る
こ
と
を
す
る
。

そ
ん
な
気
持
ち
で
災
害
と
向
き
合
う
防

災
士
を
追
い
か
け
ま
し
た
。

忘
災
か
ら
防
災
へ

今
、私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

今
、私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

●東良太さん／1986年神戸市生まれ。高

校までを神戸市で過ごす。立命館アジア太

平洋大学、九州大学（修士課程）卒業、熊

本大学（博士課程）中退。アミタ持続可能

経済研究所を退職後、中山間地域研究セ

ンター企画情報部地域研究科主任研究員

となる。

■問合せ　中山間地域研究センター企画情

報部地域研究科　電話７６-３８４６

ん
だ
東
さ
ん
。
「
試
験
勉
強
は
課
題

が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
大
変
だ
っ
た
け

ど
、
こ
れ
か
ら
は
自
信
を
持
っ
て
防

災
の
こ
と
を
話
せ
ま
す
。
試
験
会
場

で
同
じ
想
い
を
持
っ
た
仲
間
た
ち
に

も
出
会
え
ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。

　
東
さ
ん
が
防
災
士
資
格
試
験
に

挑
む
少
し
前
、
九
州
北
部
豪
雨
を

は
じ
め
と
し
た
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
線

状
降
水
帯
に
よ
る
豪
雨
が
多
発
。

東
さ
ん
は
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
被
災
地
に
足
を
運
ん
で
い
ま

し
た
。
被
災
地
で
耳
に
し
た
の
は

　
中
山
間
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
主

任
研
究
員
の
東
良
太
さ
ん
の
研
究

は
、
い
わ
ゆ
る
「
地
域
づ
く
り
」
。

「
家
族
と
地
域
の
姿
が
時
代
と
共

に
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
か
」

を
研
究
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
東
さ
ん
が
「
防
災
士
」
に

な
っ
た
の
は
約
３
年
前
。
自
治
会

長
だ
っ
た
当
時
、
自
治
会
回
覧
文

書
の
「
防
災
士
養
成
講
座
」
が
目
に

留
ま
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　
「
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災

害
に
対
応
で
き
る
力
を
付
け
な
い

と
」と
い
う
想
い
で
資
格
試
験
に
挑

　「防災士養成講座」の受講と、「資格取得試験」の

合格が必要です。講座日程が決まり次第、自治区

文書で案内予定。

　資格取得にかかる経費は町が負担（県内開催分

のみ）。これまでに40人が防災士になっています。

■問合せ　総務課　電話７６-２２１１

防災士になるには

「
事
前
に
備
え
て
お
け
ば
。
も
っ
と

防
災
に
関
心
を
持
っ
て
い
れ
ば
」
と

い
う
声
。
こ
の
時
の
こ
の
声
が
東
さ

ん
を
防
災
士
に
し
た
理
由
の
一
つ

で
す
。

　
防
災
士
に
な
っ
て
か
ら
、
安
心
・

安
全
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に

欠
か
せ
な
い
要
素
と
し
て
「
防
災
」

を
捉
え
る
よ
う
に
な
っ
た
東
さ
ん
。

今
で
は
町
内
は
も
ち
ろ
ん
、
県
内

各
地
で
防
災
研
修
会
を
開
催
し
、

県
内
外
の
取
り
組
み
事
例
を
紹
介

し
た
り
、
参
加
者
が
楽
し
く
学
べ

る
よ
う
に
ゲ
ー
ム
を
取
り
入
れ
た

り
し
て
、
「
こ
れ
か
ら
の
防
災
」
を

伝
え
て
い
ま
す
。

忘災から防災へ 今、私たちにできること

①避難所運営ゲーム「HUG」
みんなで避難所運営を考えるカードゲーム。

避難所で起こりうるさまざまな出来事に、どう

対応していくかを疑似体験する。

■写真：奥出雲町八川地区（提供：奥出雲町）

②クロスロード
災害時のジレンマを体感できるゲーム。さまざ

まな立場から災害を考え、防災につながる想

像力・行動力を鍛える。

■写真：上来島サロン

③支え愛マップ
地域ごとに大きな地図を広げ、要支援者を把

握し、災害時の個人・地域の動きを確認する。

災害時のみならず、日常の買い物や交通など

の問題も一緒に考える。

■写真：奥出雲町三沢地区（提供：奥出雲町）

④いのちを守る力ドリル
５つの指標「自分」「家族」「仲間」「家」「地域」

で災害対応力を測定するドリル。自分の弱点

を知り、今後すべきことを明確にする。

■写真：飯南町防災士連絡会

①

②

③

④

僕
の
役
割
は「
伝
え
る
こ
と
」

防
災
士
、東
良
太
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品　　目 品　　目 用　途
衣類
毛布
雨具（ポンチョ・雨合羽など）

季節・個々の状況により必要・量を判断

両手が使える，防寒具にもなる

傷の手当て，ガーゼの代用として重宝

お風呂に入れない時，不快感が軽減

ホイッスル，サイレンなど

杖，白いテープ，おんぶ紐など

ラジオ，ワンセグ，拡大鏡など

筆記用具，レコーダー，コミュニケーションボードなど

お気に入りのグッズなど

ゼッケン，ワッペンなど

迷子札など

紙・ステンレスなど

消臭スプレー，掃除用など多用途

包んだり巻いて防寒対策に，汎用性高い

ジャッキ，バール等

電気がない時用，火事には十分用心の上

メモ掲示・情報伝達，紙・物資不足時便利

汎用性が高く，抱っこ紐の代わりにも

避難所での上履きとして

夏場の屋外避難に備えて

水を運ぶ，蓄える

食器に巻くと洗わずに済み，水の節約に

お米，乾・干物，豆，根菜類，乾パン，
アルファ米，切り餅，
インスタント食品， 缶詰類など，
嗜好とも照らして

塩・調味料
食器類（皿・コップ・箸・フォーク・スプーン）
ラップ
アルミホイル
缶切り
カセットコンロ・ボンベ
鍋
歯磨きセット・洗口剤
石けん
ドライシャンプー
重曹
風呂敷
予備電池（バッテリー）
工具類
地図（避難用・帰宅支援用など）
新聞紙・ダンボール
ローソク
タンク類
キッチンペーパー
ホワイトボード
さらしの布
スリッパ
蚊取り線香

予備鍵（家・車等）
予備メガネ・コンタクトレンズ
通帳・証書類のコピー
印鑑
生理用品（おりものシート）
防犯ブザー
くし・ブラシ，鏡
化粧品
髪の毛をくくるゴム
紙おむつ
介護用品
入れ歯
補聴器
粉ミルク・哺乳瓶，離乳食
洗浄綿
バスタオル
紙おむつ
抱っこひも
助けを求める手段
移動を助ける手段
情報を得る手段
コミュニケーションを助ける手段
落ち着ける・安心できるもの
要支援者と確認できる外装

ペット用品

保存食類

衣 貴
重
品

飲料水・食料品
□飲料水 □非常食 □携帯食

汎用
□ハンカチ（大判）・手ぬぐい
□タオル □安全ピン □ポリ袋
□非常用給水パック □布ガムテープ
□ライター・マッチ

衛生
□簡易トイレ
□ティッシュ・トイレットペーパー
□ウェットティッシュ

救急
□救急用品セット
□持病薬・常備薬
□毛抜き

道具
□携帯ラジオ・懐中電灯（予備電池・電源も）
□ホイッスル □万能ナイフ類 □ロープ（10m）

防寒
□使い捨てカイロ
□サバイバルブランケット

身に付けるもの
□マスク
□手袋（作業用）
□ヘルメット
　防災ずきん
　帽子など
□運動靴

女
性

高
齢
者

乳
幼
児

障
害
者・外
国
人
な
ど

ペッ
ト

食

住

あ
る
と
便
利

用　途

避難生活をより快適にするもの 状況に合わせて追加するもの

□ビニールシート類（レジャー・ブルーシート）

災害時に最低限必要なもの
間
、
防
災
の
基
本
と
さ
れ
て
き
た

『
自
助
』
『
共
助
』
『
公
助
』
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
間
に
隙
間

が
で
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
隙
間
を
埋

め
ら
れ
な
い
今
、
隙
間
を
つ
な
ぐ
の

が
『
近
所
』
の
力
で
す
。
そ
し
て
、
近

所
の
力
を
取
り
戻
す
鍵
が
、
普
段

の
気
配
り
や
心
配
り
で
す
」。

　
普
段
の
気
配
り
や
心
配
り
を
「
支

え
愛
」
と
い
う
東
さ
ん
。
一
見
、
当

た
り
前
の
よ
う
に
も
思
え
る
け
れ

ど
、
気
付
か
な
い
う
ち
に
失
い
か
け

て
い
た
も
の
。

　
「
支
え
愛
」
—
。
そ
れ
が
、
防
災
の

み
な
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く

り
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
「
歳
を
と
っ
て
昔
み
た
い
に
元
気

に
動
け
な
く
な
っ
た
な
」—
。
「近
く

に
住
ん
で
い
る
の
に
、
話
し
た
こ
と

な
い
人
が
お
っ
た
わ
」
「
合
併
で
役

場
が
遠
く
な
っ
た
し
、
役
場
職
員

も
す
ぐ
に
駆
け
つ
け
ら
れ
な
い
可

能
性
も
あ
る
よ
ね
」と
い
う
声
が
聞

こ
え
て
き
ま
す
。
こ
こ
は
「
支
え
愛

マ
ッ
プ
」を
作
っ
て
い
る
会
場
で
す
。

　
そ
ん
な
中
、
「
じ
ゃ
あ
、
こ
れ
か
ら

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
」
と
口
に
す

る
参
加
者
。
東
さ
ん
は
こ
う
答
え

ま
す
。

　
「
皆
さ
ん
も
感
じ
て
い
る
身
の
回

り
の
変
化
や
、
頻
発
す
る
自
然
災

害
で
、
こ
れ
ま
で
の
防
災
の
常
識
が

通
用
し
な
く
な
り
ま
し
た
。
長
い

非
常
用
持
ち
出
し
袋
の
中
身
を
考
え
よ
う

　
東
さ
ん
が
、
そ
う
語
る
理
由
。
そ

し
て
、
東
さ
ん
を
防
災
士
に
し
た
も

う
一
つ
の
理
由
が
、
出
身
地
、
神
戸

に
あ
り
ま
す
。
平
成
７
年
１
月
17
日

午
前
５
時
46
分
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
・３
の
地
震
が
兵
庫
県
南
部
で
発

生
。
「阪
神
・淡
路
大
震
災
」で
す
。

　
当
時
、
小
学
２
年
生
だ
っ
た
東
さ

ん
を
襲
っ
た
激
し
い
揺
れ
。
家
の
中

で
は
、
タ
ン
ス
が
倒
れ
た
り
、
食
器

棚
か
ら
皿
が
落
ち
た
り
し
て
、
め

ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
な
り
ま
し
た
。
テ
レ

ビ
で
流
れ
る
の
は
、
倒
れ
た
高
速

道
路
や
宙
づ
り
状
態
の
バ
ス
、
火

災
の
映
像
。
外
に
出
る
と
、
少
し
離

れ
た
と
こ
ろ
の
空
が
真
っ
黒
で
し

た
。
「
夢
な
の
か
、
現
実
な
の
か
分

か
ら
な
く
な
っ
た
」
と
東
さ
ん
。
幸

い
、
家
族
も
無
事
で
、
家
も
大
き
な

被
害
は
免
れ
ま
し
た
。

　
し
ば
ら
く
す
る
と
、
東
さ
ん
の
家

を
尋
ね
て
き
た
の
は
、
大
き
な
被

害
を
受
け
た
地
区
に
住
ん
で
い
た

親
戚
の
人
た
ち
。
東
さ
ん
一
家
は
、

お
風
呂
を
貸
し
た
り
、
食
事
を
提

供
し
た
り
と
、
共
に
生
き
る
の
に

必
死
で
し
た
。
数
日
後
、
自
衛
隊

や
消
防
の
人
た
ち
が
到
着
し
、
公

衆
浴
場
や
仮
設
住
宅
な
ど
を
設

置
。
「
助
け
が
来
た
時
、
本
当
に
安

心
し
ま
し
た
。
他
に
も
、
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
を
は
じ
め
、
全
国
の

方
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
の
お

か
げ
で
、
今
の
僕
が
い
ま
す
」
と
、

東
さ
ん
は
当
時
を
振
り
返
り
ま

す
。

　
阪
神
・淡
路
大
震
災
か
ら
26
年
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
目
の
今

年
。
地
震
や
津
波
、
豪
雨
だ
け
で

な
く
、
豪
雪
や
熊
の
被
害
、
感
染

症
も
災
害
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
お
う
ち
時

間
が
増
え
、
自
分
や
家
族
と
向
き

合
う
こ
と
が
多
く
な
っ
た
今
だ
か

ら
こ
そ
、
で
き
る
こ
と
が
あ
る
は

ず
で
す
。

　
「
特
別
な
こ
と
を
し
よ
う
と
考
え

な
く
て
い
い
ん
で
す
。
『
普
段
の
活

動
×
〇
〇
=
防
災
』
と
考
え
る
こ

と
が
大
切
」
と
東
さ
ん
。
「
普
段
の

活
動
に
、
何
を
掛
け
合
わ
せ
れ
ば
、

防
災
に
つ
な
が
る
か
」
を
考
え
る
だ

け
で
防
災
が
身
近
な
も
の
に
な
る

と
い
い
ま
す
。
例
え
ば
、
「
近
所
付

き
合
い
×
あ
い
さ
つ
」
「
サ
ロ
ン
×

乾
パ
ン
」
「
運
動
会
×
バ
ケ
ツ
リ

レ
ー
」と
い
う
よ
う
に
。

　
そ
し
て
、
「
自
分
が
普
段
使
っ
て

い
る
も
の
が
、
災
害
時
に
ど
う
役
に

立
つ
か
」
を
考
え
る
こ
と
も
、
大
き

な
一
歩
で
す
。
忘
災
か
ら
防
災
へ
。

東灘区深江本町阪神高速倒壊現場（提供：神戸市）出典：内閣府「平成28年度版防災白書」

自宅で非常用持ち出し袋の中身を
考える東さん

共助
近隣住民等

77.1%
約27,000人

公助
消防、警察、自衛隊

22.9%
約8,000人

忘災から防災へ 今、私たちにできること

防
災
の
鍵
は「
近
所
」。そ
し
て「
支
え
愛
」

神
戸
の
記
憶

今
、私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

普段使っているもの、すでに使わなくなったもので代用できれば

ベスト。１００円均一のお店でも手に入るものがたくさんあります

災
害
時
に
最
低
限
必
要
な
も
の
に
加
え
て
、
自
分
や
家
族
に
必
要
な
も
の
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

阪神・淡路大震災における
救助の主体と救出者数

自助：一人一人が自ら取り組むこと

共助：地域や身近にいる人同士が一緒に取り組むこと

公助：国・都道府県・市区町村などが取り組むこと

近所

近所

近所
自助

支え愛
公助 共助



4/22
木

67
祇園山の中腹から頓原の街を一望

赤名小学校を出発する児童

　
下
来
島
に
あ
る
賀
田
城
跡
を
散
策
す

る「
賀
田
城
新
緑
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
９
人
が
参
加
し
、加
田
の
湯
か

ら
賀
田
城
山
頂
ま
で
の
道
の
り
を
散
策
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
途
中
で
は
、草
花
や
タ
ケ

ノ
コ
が
生
え
て
い
る
の
を
見
た
り
、賀
田

城
の
歴
史
や
山
城
の
構
造
な
ど
の
説
明

を
聞
い
た
り
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
来
島
公
民
館
が
主
催
。秋

に
は「
紅
葉
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」も
開
催
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
併
せ
て
、

町
内
各
所
で
交
通
安
全
啓
発
運
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
６
日
に
は
、赤
来
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ・

森
島
建
設
が「
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
」を

実
施
。12
日
に
は
、雲
南
地
区
交
通
安
全

協
会
飯
南
支
部
が
赤
名
小
学
校
に
、シ
ン

バ
ル
、鉄
琴
、指
揮
杖・パ
レ
ー
ド
用
の
旗

を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
15
日
に
は
、赤
名
小
学
校
の
児
童
に
よ

る
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
が
実
施
さ
れ
、児

童
は
寄
贈
さ
れ
た
楽
器
を
演
奏
し
な
が

ら
赤
名
連
坦
地
内
を
行
進
し
ま
し
た
。

4/25
日

　
松
江
武
者
行
列
の
武
者
が
、赤
穴
瀬

戸
山
城
と
松
田
左
近（
関
ヶ
原
の
戦
い
後

の
城
代
）の
お
墓
を
訪
ね
る
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
道
の
駅
赤
来
高
原
を
出
発
し
、赤
名
連

坦
地
を
練
り
歩
い
た
武
者一行
は
、赤
穴

瀬
戸
山
城
山
麓
に
あ
る
松
田
左
近
の
お

墓
に
お
参
り
し
、本
丸
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、赤
穴
瀬
戸
山
城

の
整
備・ガ
イ
ド
を
行
う
赤
名
史
談
会
の

メ
ン
バ
ー
や
、町
内
の
山
城
整
備
に
携
わ

る
人
た
ち
な
ど
約
30
人
が
参
加
。武
者
の

道
中
に
は
、地
域
住
民
が
武
者
に
声
援
を

送
っ
た
り
、写
真
撮
影
を
し
た
り
し
て
賑

わ
い
ま
し
た
。

〜
松
江
武
者
行
列×

赤
名
史
談
会
〜

松
田
左
近
の
墓
参
り

〜
歴
史
と
春
を
感
じ
に
〜

賀
田
城
新
緑
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

4/25
日

　
藤
の
花
が
咲
き
始
め
た
谷
地
区
で「
谷

間
の
楽
校
自
然
と
遊
ぼ
う
！
山
菜
採
集

+α
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
に
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ガ
イ
ド
の
荻
野

英
明
さ
ん
を
迎
え
、山
野
草
の
名
前
や
そ

の
由
来
、食
べ
方
な
ど
学
び
な
が
ら
約
２

キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
２
時
間
か
け
て
散
策
し

ま
し
た
。

　
散
策
後
、参
加
者
へ
の
お
土
産
に「
揚

げ
た
て
の
山
菜
天
ぷ
ら
」が
配
ら
れ
、参

加
者
は
嬉
し
そ
う
な
顔
で
天
ぷ
ら
を
持
ち

帰
って
い
ま
し
た
。

〜
谷
間
の
楽
校
〜

自
然
と
遊
ぼ
う
！
山
菜
採
集
＋
α

4/25
日

　
志
々
公
民
館
の
恒
例
行
事「
わ
ら
べ
の

学
校
」が
今
年
度
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
保
護
者
と一緒
に
、さ
く

ら
広
場（
志
々
小
学
校
付
近
）で
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
だ
後
、広
場
で
摘
ん

だ
ヨ
モ
ギ
を
草
餅
に
し
て
食
べ
ま
し
た
。

　
わ
ら
べ
の
学
校
は
、平
成
８
年
度
か
ら

毎
月
開
催
。志
々
地
区
を
舞
台
に
、さ
つ

ま
芋
づ
く
り
、通
学
合
宿（
地
域
民
泊
、寺

泊
）、声
が
け
訪
問
、人
権
カ
レ
ン
ダ
ー
づ

く
り
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

〜
優
し
く
、た
く
ま
し
く
、心
豊
か
な
人
間
性
を
磨
く
〜

わ
ら
べ
の
学
校

4/18
日

〜
春
の
頓
原
を
巡
る
〜

頓
原
歴
史
探
訪

4/6
火

4/15
木

〜

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

秋に真っ赤に染まる紅葉の木を眺める参加者

　
頓
原
公
民
館
の
新
事
業「
頓
原
歴
史

探
訪
」に
併
せ
、「
春
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」が

開
催
さ
れ
、町
内
か
ら
18
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
信
藤一郎
さ
ん（
頓
原
）の
案
内
で
、頓

原
の
古
道
を
巡
り
、普
段
は
見
ら
れ
な
い

お
寺
の
格
天
井
や
石
仏
を
見
学
。「
昔
の

街
並
み
解
説
」に
耳
を
傾
け
な
が
ら
散
策

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、頓
原
に
約
50
カ
所
あ
る
山
城

の一つ「
祇
園
山
」へ
登
り
、山
の
地
形
や
歴

史
を
学
び
ま
し
た
。

植物の名前を積極的に質問する参加者。この日は23人が参加 「お母さんには負けないよ」 赤名保育所前で園児といーにゃんがお出迎え 交通安全協会飯南支部 和田幹雄さん（左）

道の駅赤来高原での出陣式

松田左近のお墓参り 地域住民がお出迎え



①ごみ袋の容量は10kg以内に抑える。
②資源ごみとして出された新聞紙の中に、チラシ等が紛れ
こまないように区分する。
③袋にはきちんと名前を書く。
　「家庭ごみの分け方・出し方」を再度ご確認ください。
（いいしクリーンセンターHPでも確認できます）

みの出し方を再確認ご

89

耐
震
診
断

●
対
象
　
町
内
に
あ
る
木
造
住
宅
で
①

と
②
に
該
当
す
る
住
宅

①
所
有
者
が
自
ら
居
住
し
て
い
る
、一
戸

建
て
の
住
宅
か
併
用
住
宅

②
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
工
事
着

手
し
た
住
宅

●
助
成
額
　
診
断
に
必
要
な
費
用
の
３

分
の
２
以
内
の
額（
千
円
未
満
切
捨
て
）

上
限
６
万
円

耐
震
改
修

●
対
象
者
　
次
の
①
〜
③
に
該
当
す
る

住
宅
を
所
有
し
、自
ら
居
住
し
て
い
る
人

①
町
内
に
あ
る
一
戸
建
て
か
併
用
の
木
造

住
宅

②
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
工
事
着

手
し
た
住
宅

③
耐
震
診
断
の
結
果
、上
部
構
造
評
点

が
１・０
未
満
と
判
定
さ
れ
た
住
宅

●
助
成
額
　
耐
震
改
修
工
事
に
必
要
な

費
用
の
23
％
以
内
の
額（
千
円
未
満
切
捨

て
）１
棟
あ
た
り
上
限
80
万
円

※
事
前
着
手
は
認
め
て
い
ま
せ
ん
。申
請

す
る
場
合
は
、必
ず
事
前
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ

建
設
課
　
電
話
７
６・３
９
４
２

間
住
宅
の
耐
震
診
断・

耐
震
改
修
費
を
助
成

民

■
児
童
扶
養
手
当

●
受
給
資
格

　
父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
父（
母
）と

生
計
を
と
も
に
し
て
い
な
い
児
童（
18
歳

未
満
）の
母（
父
）、ま
た
は
父（
母
）が
身

体
な
ど
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
児
童
の

母（
父
）あ
る
い
は
父
母
に
か
わ
っ
て
そ
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
対
し
、児
童

の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

※
平
成
26
年
12
月
１
日
よ
り
公
的
年
金

を
受
給
し
て
い
る
父
母
ま
た
は
養
育
者
も

児
童
扶
養
手
当
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

※
父（
母
）ま
た
は
養
育
者
が
日
本
国
内

に
住
所
を
有
し
な
い
場
合
は
、手
当
は
支

給
で
き
ま
せ
ん
。

●
手
当
の
額（
月
額
）

　
全
部
支
給
　
４
３
１
６
０
円

　
一
部
支
給
　
４
３
１
５
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

１
０
１
８
０
円

　
児
童
２
人
以
上
の
加
算
額

　
　
　  

５
１
０
０
円
〜
１
０
１
８
０
円

　
児
童
３
人
目
か
ら
の
加
算
額

　
　
　
　   

３
０
６
０
円
〜
６
１
０
０
円

●
対
象
　
町
内
に
設
置
さ
れ
た
ブ
ロッ
ク

塀
等
で
①
〜
③
に
該
当
す
る
も
の

①
通
学
路
か
避
難
路
に
面
し
て
い
る

②
危
険
な
ブ
ロッ
ク
塀
等
と
認
め
ら
れ
る

③
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
高
さ
が
80
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
以
上

※
ブ
ロッ
ク
塀
等
＝
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロッ

ク
造
、
石
造
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
れ
ん

が
造
そ
の
他
の
組
積
造
の
塀

●
対
象
経
費

①
ブ
ロッ
ク
塀
等
の
撤
去
費
、
撤
去
後
の

新
設
工
事
費

②
産
業
廃
棄
物
運
搬
・
処
分
費

③
新
設
塀
等
の
材
料
費

●
助
成
額
　「
撤
去・再
設
置
」に
必
要

な
費
用
か
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
長
さ
に
８
万

円
を
乗
じ
た
額
の
い
ず
れ
か
低
い
方
の
額

の
３
分
の
２
以
内
の
額（
千
円
未
満
切
捨

て
）　
上
限
26
万
４
千
円

　
こ
の
事
業
は
、
通
行
者
の
安
全
確
保

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
建

設
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

建
設
課
　
電
話
７
６
・
３
９
４
２

ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
・

再
設
置
費
用
を
助
成

ブ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で

「
飯
南
町
元
気
回
復
券
」を
全
町
民
に
郵

送
配
布
し
て
い
ま
す（
１
人
当
た
り
１
万

円
分
）。令
和
３
年
８
月
31
日
ま
で
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●
利
用
で
き
る
お
店

　
元
気
回
復
券
に
同
封
し
た一覧
表
に
記

載
し
て
い
ま
す
。
最
新
の
利
用
可
能
店

舗
（
券
配
布
後
の
追
加
店
舗
あ
り
）
は
、

C
A
T
V
、
H
P
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
感
染
症
対
策
の
徹
底

　
基
本
的
な
感
染
症
対
策（
密
の
回
避
、

マ
ス
ク
の
着
用
等
）を
心
が
け
て
く
だ
さ

い
。特
に
８
月
中
は
、店
舗
の
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

■
問
合
せ

産
業
振
興
課
　

電
話
７
６
・
２
２
１
４

気
回
復
券
の
利
用
は

８
月
末
ま
で

元

（R2.4～R3.3）

■問合せ 
いいしクリーンセンター　電話72-9217 
住民課　電話76-2213

氏名の記載なし
直接持ち込みが必要
袋の間違い
ごみの出し方の間違い
ごみ袋を２重にしている
収集後の後出し
容量を超えている
生ごみの水切不十分
地区外
その他
　　   合　計

19
13
35
71
6
0
38
1
0
5

188

収集できない理由 件　数

種類別散在性ごみ収集量

（kg）

0

500

1000

1500

2000

2500

散在性ごみ収集活動集計表

ビン その他の不燃ごみ 計カン可燃ごみ （kg）

地区別散在性ごみ収集量

志々頓原来島赤名

前回実施した令和元年度と比較し、カン類を除いては全体的にごみの量が減少しました。今後も美しいまちづくりへのご理解、ご協力をお願いします。

■
特
別
障
害
者
手
当

●
受
給
資
格

　
身
体
ま
た
は
精
神
に
著
し
く
重
度
の

障
が
い
が
あ
る
た
め
、日
常
生
活
で
常
時

特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
以
上

の
方
。

※
対
象
者
が
次
の
事
項
に
該
当
す
る
場

合
は
、手
当
は
支
給
で
き
ま
せ
ん
。

・社
会
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る

・病
院
に
継
続
し
て
３
カ
月
を
超
え
て
入

院
し
て
い
る

※
原
爆
介
護
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

に
は
、特
別
障
害
者
手
当
を
調
整
し
て
支

給
し
ま
す
。

●
手
当
の
額（
月
額
）

　・・・・・２
７
３
５
０
円

■
障
害
児
福
祉
手
当

●
受
給
資
格

　
身
体
ま
た
は
精
神
に
著
し
く
重
度
の

障
が
い
が
あ
る
た
め
、日
常
生
活
で
常
時

特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
未
満

の
児
童
。

※
対
象
児
童
が
次
の
事
項
に
該
当
す
る

場
合
は
、手
当
は
支
給
で
き
ま
せ
ん
。

・障
が
い
を
事
由
と
す
る
公
的
年
金
を
受

け
ら
れ
る

・児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る

●
手
当
の
額（
月
額
）

・・・・・１
４
８
８
０
円

■
特
別
児
童
扶
養
手
当

●
受
給
資
格

　
身
体・知
的・精
神
に一定
の
障
が
い
が

あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

父
母
ま
た
は
養
育
者
。

※
対
象
児
童
が
次
の
事
項
に
該
当
す
る

場
合
は
、手
当
は
支
給
で
き
ま
せ
ん
。

・障
が
い
を
事
由
と
す
る
公
的
年
金
を
受

け
ら
れ
る

・児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る

●
手
当
の
額（
月
額
）

１
級・・・５
２
５
０
０
円

２
級・・・３
４
９
７
０
円

　
今
回
紹
介
し
た
手
当
制
度
の
受
給
資

格
に
は
、該
当
す
る
障
が
い
の
程
度
に
基

準
が
あ
り
、所
得
制
限
等
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
受
給
資
格
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

場
合
は
、申
請
さ
れ
る
前
に一
度
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

福
祉
事
務
所
障
が
い
福
祉
担
当

電
話
７
２・１
７
７
３

和
３
年
度
の
手
当
額
の
改
定
は
あ
り
ま
せ
ん

令 〜
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
〜
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本校での入学式（大田市）

●飯南病院   電話72-0221　●来島診療所   電話76-2309　●保健福祉センター   電話72-1770

　令和3年度がスタートして、すでに1カ
月が経過しました。皆さんは、いかがお過
ごしでしょうか。
　3月22日、私が担当している赤名地区
の「赤名地域まちづくり連絡会」の年度
末総会が赤名農村環境改善センターで
開催され、令和2年度の事業報告や新年
度の事業計画等が話し合われました。
　令和2年度は「銀山ウォーキング」が新
型コロナウイルス感染症の影響により町
民限定で開催。交流事業「寄ろうでぇ～！
赤名川」も感染症対策を徹底しての開
催となりました。コロナ禍でも地域の皆
さんが元気で過ごせるようにと、委員の

皆さんが開催できる方法を一生懸命考
え、実施されました。
　新年度の取り組みも、新たな事業計画
が提案され「地域づくりに積極的に取り
組んでいこう！」と決意を新たにされてい
ました。今後の活動にご期待ください。
　ここで「集落支援員 出前講座」のご案
内です。地域の情報をお届けしたり、ゲー
ムやクイズをご提供したりするのはもちろ
ん、こんなことも得意です。興味があれ
ば、お問い合せください。
①お家でできる「ストレッチ体操」指導
　ストレッチで体の動きを改善します。
②小売業の計数管理
　「戦略会計ＳＴＲＡＣ表（戦略を立てる
ために活用する図表）」を使って、売
上を構成する要素、利益の仕組み、
経営指標の読み方を分かりやすく解
説します。

■問合せ/赤名集落支援員 金藤正道
（赤名農村環境改善センター内）
電話76-3100

赤名集落支援員の金藤です！住みよいまちへ

町内 5地区で活動する、地域
とともに歩む「集落支援員」
の活動を紹介します。

●中山間地域研究センター
　電話 0854-76-2025
　http://www.pref.shimane.lg.jp/chusankan/

農林大学校林業科に、
新入生16人が入学しました

こんにちは

中山間地域
研究

センターで
す。

　島根県立農林大学校は、次代の島
根県の農林業をリードする農業者と林
業技術者の養成を目的としていて、林
業科では、森林・林業に関するさまざま
な知識と技術を２年間で習得し、即戦
力となる人材を育成しています。
　中山間地域研究センター内には、農
林大学校林業科（分校）が併設されて
いて、この３月には11人の学生が卒業

し、県内外の林業事業体へ就職しまし
た。
　また、４月13日には、大田市にある
農林大学校本校で入学式が行われ、林
業科に16人の新入生を迎え入れまし
た。現在、合計30人の学生（２年生８
人、早期養成コース（１年課程）６人含
む）が、飯南町で林業の知識と技術の
習得に励んでいます。

　地域行事への参加などを通して、地
域の皆さんと接する機会もあろうかと
思いますが、その際はよろしくお願い
します。

■問合せ
　島根県立農林大学校　林業科
　電話：７６-２１００

11 10

まち のお も ち ゃ 箱

ま ち のお も ち ゃ 箱

　飯南町では、70歳で22本以上・60歳で24本以上、自分の歯を持っている人を表彰し
ています。令和２年度は12人の皆さんを表彰しました。

7022・6024よい歯の表彰

80歳で20本の歯を保つために

中村　裕子さん（下赤名）
塚原　博子さん（花栗）
毛利　　充さん（角井）
福田健一郎さん（赤名）
藤谷　智子さん（井戸谷）

　松田　壽訓さん（下来島）
　宍戸　彩子さん（頓原）
　藤原加代子さん（頓原）
　信藤　文江さん（頓原）

安部　　悟さん（獅子）
岡田　　勇さん（赤名）
澤田三代子さん（頓原）

7022の部 6024の部

　歯を失う大きな原因は「歯周病」で、現在日本人の8
割が歯周病と言われています。
　歯周病は、細菌の感染によって引き起こされる炎症性
疾患です。ある日突然、重度の症状が出るのではなく、
徐々に、痛みもなく進行する怖い病気です。
　元気に過ごすためには、１本でも多くの自分の歯を残

して、自分の歯でしっかり噛むことが大切です。歯周病を
予防するために、家でのセルフケアと併せて、かかりつ
け歯科での定期検診をおすすめします。
　まずは70歳で22本、60歳で24本の自分の歯を持つ
ことを目標に、お口と歯を手入れしていきましょう。

寄ろうでぇ～！赤名川

銀山街道ウォーキング

初
め
ま
し
て

飯南病院
医員　重栖友美恵

　
4
月
か
ら
飯
南
病
院
に
来
ま
し
た

重
栖
友
美
恵
と
申
し
ま
す
。
な
ん
て

読
む
の
？
と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。「
お

も
す
」
と
読
み
ま
す
。
覚
え
て
い
た

だ
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
。
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
少
し
自
己
紹
介
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
私
は
千
葉
県
の
出
身
で
、
高
校
卒

業
ま
で
は
千
葉
県
の
柏
市
で
育
ち
ま

し
た
。
サ
ッ
カ
ー
の
柏
レ
イ
ソ
ル
が

1
番
有
名
か
な
と
思
い
ま
す
。
1
年

間
浪
人
生
を
し
て
栃
木
県
に
あ
る
自

治
医
科
大
学
に
入
学
し
、
6
年
間
過

ご
し
ま
し
た
。
卒
業
後
は
千
葉
県
に

戻
り
2
年
間
の
初
期
研
修
を
行
い
、

現
在
に
至
り
ま
す
。
大
学
時
代
に
出

会
っ
た
島
根
県
出
身
の
夫
と
昨
年
結

婚
し
、
そ
の
関
係
で
島
根
県
に
来
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
自
身
も「
重

栖
」
に
な
っ
た
ば
か
り
で
、
自
己
紹

介
や
電
話
の
時
は
ま
だ
旧
姓
を
言
い

そ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
趣
味
と
言
え
る
ほ
ど
凝
っ
て
は
い

ま
せ
ん
が
、
登
山
や
キ
ャ
ン
プ
、
ダ

イ
ビ
ン
グ
な
ど
の
ア
ウ
ト
ド
ア
が
好

き
で
す
。
外
で
食
べ
る
ご
飯
や
汗
を

流
し
た
後
の
温
泉
は
も
っ
と
好
き
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
千
葉
県
は
県
内
最

高
峰
の
「
愛
宕
山
」
で
す
ら
標
高
は

４
０
８
m
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
山
の

な
い
県
で
育
っ
た
の
で
島
根
県
に
来

て
か
ら
毎
日
山
が
見
え
る
生
活
と
な

り
、
外
に
出
る
と
少
し
わ
く
わ
く
し

て
い
ま
す
。
暖
か
く
な
っ
て
き
た
の

で
登
山
を
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
お
す
す
め
の
山
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
両
親
が
北
海
道
出
身
な
の

で
、
小
さ
な
頃
は
冬
に
北
海
道
で
ス

キ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
。
飯
南
町
に

は
ス
キ
ー
場
が
あ
る
と
聞
い
た
の
で
、

冬
に
な
っ
た
ら
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
島
根
県

や
飯
南
町
の
お
い
し
い
も
の
や
お
す

す
め
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
き
た
の

で
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
住
民
の

皆
さ
ん
、
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

に
温
か
く
迎
え
て
い
た
だ
い
て
ホ
ッ

と
し
て
い
ま
す
。
未
熟
な
点
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
精
一
杯
頑
張
り
ま

す
の
で
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。



松江石油(株)　0852-23-1881

ガソリンスタンドスタッフ
59歳以下、普通自動車運転免許 1人フル

飯南町立飯南病院　72-0221

看護師
看護師、普通自動車運転免許 2人フル

特定非営利活動法人　晴雲の里　72-0681

福祉施設支援員
40歳以下、精神保健福祉士または公認心理師、障害福祉の経験者 1人フル

（有）直方メディカルサービス　0949-23-3412

薬剤師（こぶし薬局）
64歳以下、薬剤師 1人フル

田村工業　有限会社　76-3511

土木作業員、重機オペレーター
64歳以下、高卒以上、普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可） 2人フル

株式会社　安部　56-0422

土木作業員(国道54号、尾道松江線の頓原、吉田方面)
69歳以下、普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可） 2人フル

放課後子ども教室　76-3944

放課後、保護者のお迎えを待つ児童の見守り
赤名小学校、来島小学校いずれか 1人パート

飯南町地域づくり協同組合　76-2864

農業・製造業・サービス業
５０歳以下、普通自動車運転免許 2人フル

松田建設　株式会社　76-2361

土木技術職員
64歳以下、高卒以上、普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可）、土木施工管理経験者 1人フル

エムズ環境 　72-1212

各種配管工事
普通自動車運転免許 2人フル

（株）ニチフレ島根　73-0131

製造工 2人フル

三刀屋金属株式会社　45-2931

プレス作業または溶接作業 2人フル

株式会社いいなん　72-1080

バイオマス製造機の製造 農作物栽培作業
普通自動車運転免許(AT限定不可) 1人フル

バイオマス製造機の製造 農作物栽培作業
普通自動車運転免許(AT限定不可) 1人パート

有限会社　渡辺建設　76-2374

土木作業員
70歳以下、普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可） 1人フル

工事監督（現場代理人）補助
70歳以下、普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可） 1人フル

重機オペレーター
70歳以下、普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可）、車両系建設機械運転技能者 1人フル

（福）飯南町社会福祉協議会　76-2170

保育業務
保育士（又は取得見込み者） 2人フル

介護業務
介護福祉士（又は取得見込み者） 2人フル

社会福祉士
社会福祉士（又は取得見込み者） 1人フル

(株)藤原建設　72-0154

土木施工管理（現場管理者）
1級土木施工管理技士・2級土木施工管理技士 1人フル

重機オペレーター・現場作業員 1人フル

（株）後藤建設　72-0103

土木施工管理技術者
高校以上・普通自動車免許（ＡＴ可、入社後ＭＴ取得可） 1人フル

建築施工管理技術者
高校以上・普通自動車免許（ＡＴ可、入社後ＭＴ取得可）

現場技術員（未経験者歓迎）
普通自動車免許（ＡＴ可、入社後ＭＴ取得可）

土木・建築工事の管理見習い（施工管理技術者候補）
普通自動車免許（ＡＴ可、入社後ＭＴ取得可）

1人フル

1人フル

1人フル

1213

飯南町無料職業紹介所   電話76-2864
（役場地域振興課内）

求 人

情 報

　直近１カ月に受け付けた求人を紹介しま
す。詳しい内容を知りたい方、このほかの求人
情報をご覧になりたい方は、お問い合わせく
ださい。求人情報の閲覧のみも可能です。

※表示のない市外局番は「0854」です

●
日
時
　
６
月
27
日（
日
）10
時
〜
15
時

●
会
場
　
斐
川
文
化
会
館（
出
雲
市
斐

川
町
荘
原
２
１
６
６
‐
１
）

●
内
容
　
パ
ワ
ハ
ラ・突
然
の
解
雇・サ
ー

ビ
ス
残
業
な
ど
、労
働
者
と
事
業
主
間
の

ト
ラ
ブ
ル
の
相
談

※
労
働
者
、事
業
主
い
ず
れ
も
可
。事
前

予
約
者
優
先（
当
日
の
受
付
も
可
）

●
費
用
　
無
料

●
そ
の
他
　
マ
ス
ク
を
着
け
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。状
況
に
よ
り
開
催
を
取
り
止
め

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

島
根
県
労
働
委
員
会

電
話
０
８
５
２・２
２・５
４
５
０

労
働
相
談
会

　
令
和
３
年
６
月
30
日
を
調
査
日
と
し

て
、町
内
の
対
象
地
域
で
実
施
し
ま
す
。

　
飯
南
町
で
は
、６
月
中
旬
か
ら
７
月
中

旬
に
、島
根
県
知
事
が
任
命
し
た
調
査
員

が
調
査
票
な
ど
を
配
布
し
ま
す
。調
査
対

象
者
は
、調
査
票
を
自
身
で
記
入
の
上
、

調
査
員
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
調
査
は
、新
た
な
世
代
の
結
婚
・

出
生
行
動
、意
識
を
詳
細
か
つ
正
確
に
把

握
す
る
こ
と
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ

県
健
康
福
祉
部
健
康
福
祉
総
務
課

電
話
０
８
５
２・２
２・６
３
２
９

社
会
保
障
・人
口
問
題
基
本

調
査
「第
16
回
出
生
動
向
基

本
調
査
」に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す

　
放
送
大
学
で
は
、令
和
３
年
10
月
入
学

の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。放
送
大
学

は
、テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
し
て
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学・自
然
科
学
な
ど
、幅
広
い
分
野
を

学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し

た
い
、学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、職
業
の
人
が

学
ん
で
い
ま
す
。

●
出
願
期
間

放
送
大
学
10
月
生
募
集

・第
１
回
／
６
月
10
日（
木
）〜
８
月
31
日（
火
）

・第
２
回
／
６
月
10
日（
木
）〜
９
月
14
日（
火
）

※
資
料
請
求
は
、放
送
大
学
島
根
学
習

セ
ン
タ
ー
へ
直
接
請
求
か
放
送
大
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら（
無
料
）

●
入
学
説
明
会
・相
談
会

・日
時
／
７
月
18
日（
日
）13
時
〜

　
　
　 

８
月
22
日（
日
）13
時
〜

・会
場
／
出
雲
中
央
図
書
館

■
問
合
せ

放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

電
話
０
８
５
２・２
８・５
５
０
０

●
対
象

・令
和
３
年
４
月
１
日
時
点
で
、高
等
学

校
か
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
、３
年
を
経
過
し
て

い
な
い
人

・令
和
４
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
か
中

等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
人

●
受
験
申
込
受
付
期
間

・イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

６
月
21
日（
月
）９
時
〜
６
月
30
日（
水
）

受
信
完
了
分
ま
で
有
効

・郵
送
か
持
参

６
月
22
日（
火
）ま
で
　
※
消
印
有
効

●
第
１
次
試
験
　

９
月
５
日（
日
）

■
問
合
せ

大
東
税
務
署
総
務
課

電
話
０
８
５
４・４
３・２
３
６
０

※
申
込
専
用
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp

/juken.htm
l

税
務
職
員
募
集
｟国
税
庁
｠

●
応
募
資
格

　
昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学（
島

根
県
人
事
委
員
会
が
同
等
と
認
め
る
も

の
を
含
み
、短
期
大
学
を
除
く
）を
卒
業

し
た
人
か
、令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
人

●
応
募
期
間

　
６
月
16
日（
水
）ま
で

●
試
験
日

　
７
月
11
日（
日
）

●
試
験
会
場

【
松
江
会
場
】島
根
県
職
員
会
館 

【
浜
田
会
場
】 

石
央
文
化
会
館（
筆
記
試
験
）

島
根
県
立
石
見
武
道
館（
体
力
試
験
） 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り

会
場
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
２
次
試
験

　
１
次
試
験
合
格
者
に
通
知

●
試
験
種
目

　
筆
記
試
験
、身
体
検
査
、体
力
検
査
、

面
接
、作
文
な
ど

■
申
込
み・問
合
せ

雲
南
警
察
署

電
話
０
８
５
４・４
５・０
１
１
０

警
察
官
募
集
｟大
卒
｠



彫り細工も見事なものです

　
木
漏
れ
日
あ
ふ
れ
る
登
山
道
で
武
者
を

導
く
の
は
、赤
名
史
談
会
の
門
脇
勝
二
さ

ん（
下
赤
名
）。門
脇
さ
ん
は
、年
間
約
60

回
衣
掛
山
に
登
る
ベテ
ラ
ン
ガ
イ
ド
で
す
。

　「
案
内
し
な
が
ら
話
す
内
容
は
そ
ん
な

に
変
わ
ら
な
い
け
ど
、話
す
相
手
は
い
つ
も

変
わ
る
」そ
れ
が
面
白
い
と
い
い
ま
す
。

　「
登
山
者
が
喜
ん
で
く
れ
た
ら
、そ
れ
が

一番
。天
気
が
良
け
れ
ば
す
べ
て
よ
し
」と

話
し
て
い
ま
し
た
。（
７
Ｐ
に
関
連
記
事
）

 「家族でつくる人権標語」優秀作品から
今月の人権標語

頓原小4年　白石　結人さん
頓原小6年　白石　湊真さん
　家族名　白石　陽子さん

高めあい
　　つくっていこうよ
　　　　　　明るい町を

　標語に込められた思いを町民みん
なで意識し、差別や偏見のない明るい
まちづくりをめざしましょう。

しら  いし ゆい  と

そう   ま

よう   こ

（
花
　
栗
）

（
敷
　
波
）

（
下
赤
名
）

（
赤
　
名
）

（
下
赤
名
）

（
川
　
東
）

（
川
　
東
）

（
　
谷
　
）

（
下
来
島
）

お
名
前

親
族

地
区

（99）（61）（81）（87）（96）（95）（97）（88）（92）
洋
　
二

繁
　
富

正
　
好

理
　
恵

愼
　
二

泰
　
明

裕
　
紳

　
保

　
弘

森
山 

　
　
巖 

様

岡
田 

　
　
朗 

様

高
橋 

　
　
花
子 

様

奧
田 

　
　
鈴
美 

様

三
上 

　
　
衛
敏 

様

三
島 

　
　
　
市 

様

升
本 

　
　
早
苗 

様

大
野 

　
　
敏 

様

和
久
利 

正
男 

様

石
田
フ
ク
エ

門
所
　
詠
子

澤
田
久
美
子

澤
田
　
勝
登

吉
川
　
暎
子

本
間
　
麗
子

烏
田
　
勝
信

星
野
　
敦
子

清
原
　
豊
明

短

　歌

　
　赤
名
短
歌
会  

四
月
例
会
詠
草

森林セラピー
通 信森の

　たより
森の
　たより

ぬくもり
情報局

1415

新
た
な
お
社
で
安
全
祈
願
祭

　
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
内
に
あ
る
大
神
山
神
社・

金
屋
子
神
社
の
山
開
き
神
事
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
。森
の
ホ
テ
ル

も
り
の
す
に
飯
南
町
ふ
る
さ
と
の
森
の
関
係

者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
今
回
、い
つ
も
と
違
っ
た
の
は
大
神
山
神
社

の
お
社
が
新
し
く
な
っ
た
こ
と
。こ
の
お
社
は

昨
年
、飯
南
高
校
生

が
木
工
を
学
ぶ一環

で
、町
内
の
大
工
さ

ん
と
連
携
し
て
再

建
さ
れ
ま
し
た
。高

校
生
の
力
作
を
ご

覧
あ
れ
。

春
の
山
野
草
が
見
頃
で
す

　
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
内
の
春
の
山
野
草
が

咲
き
始
め
ま
し
た
。

　
純
白
の
花
が一斉
に
咲
き
誇
る
の
は「
ミ
ヤ
マ

ヨ
メ
ナ
」。「
ミ
ヤ
コ
ワ
ス
レ
」と
い
う
園
芸
種
の

花
が
あ
り
ま
す
が
、ミ
ヤ
マ
ヨ
メ
ナ
を
改
良
し
た

も
の
だ
そ
う
で
す
。セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
内
に
ま
る

で
お
花
畑
の
よ
う
に
広
が
り
ま
す
。

　
も
う一つ
ご
紹
介
す
る
の
は「
コ
ケ
イ
ラ
ン
」。

新
緑
の
中
、黄
色
く
か
わ
い
ら
し
い
花
が
目
を

引
き
ま
す
。こ
ち
ら
は
数
が
少
な
く
、見
つ
け
た

人
は
ラ
ッ
キ
ー
で
す
。

　
そ
の
他
に
も
、日
を
追
う
ご
と
に
、さ
ま
ざ
ま

な
山
野
草
が
咲
き
ま
す
。ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。

　
飯
南
町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題

の
解
決
に
取
り
組
む
「
地
域
お
こ
し
協

力
隊
」
の
活
動
を
紹
介
。
今
月
は
、
下

来
島
川
尻
地
区
を
担
当
す
る
石
橋
篤

さ
ん
の
活
動
報
告
で
す
。

　
４
月
か
ら
川
尻
地
区
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
活
動
し
て
い
る
石
橋
篤

で
す
。私
は
広
島
県
の
出
身
で
す
が
、川

尻
に
は
祖
母
の
家
が
あ
り
、子
ど
も
の

頃
か
ら
休
み
に
な
る
と
飯
南
町
を
訪

れ
、田
植
え
や
牛
飼
い
の
手
伝
い
を
し

て
き
ま
し
た
。そ
の
頃
か
ら
、「
将
来
は

こ
の
地
区
で
畜
産
や
農
業
に
関
わ
り
た

い
」と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
県
立
農
林
大
学
校
を
卒
業
し
た
後
、

中
山
間
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
の
畜
産

部
門
で
、牛
の
扱
い
や
授
精
を一か
ら
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。18
年
の
間
、私

を
育
て
て
く
だ
さ
っ
た
県
や
農
協
、役

場
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
感
謝
し
て
い
ま

す
。こ
の
春
、セ
ン
タ
ー
の
畜
産
部
門

（
資
源
環
境
科
）が
廃
止
に
な
り
、広
島

に
戻
り
ま
し
た
が
、縁
あ
って
ま
た
飯
南

町
で
働
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ

れ
ま
で
の
ご
恩
を
返
せ
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
今
後
は
畜
産
以
外
に
も
、サ
ツ
マ
イ

モ
や
生
姜
等
の
栽
培
を
勉
強
し
、特
産

品
に
し
て
い
き
た
い
と
意
気
込
ん
で
い

ま
す
。地
域
の
力
に
な
れ
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

ブ
ロン
ズ
の
竜
馬
を
仰
ぎ
し
日
も
は
る
か
土
佐
は
青
葉
や
初
鰹
盛
る

咲
き
初
め
し
桜・水
仙
春
嵐
に
負
け
な
い
姿
孫
に
届
け
ん

春
埃
た
つ
国
道
を
ピ
カ
ピ
カ
の
自
転
車
漕
い
で
少
女
が
わ
た
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
コロ
ナ
拡
散
リ
バ
ウ
ン
ド
ど
う
す
る
五
輪
よ
東
京
砂
漠

華
麗
な
る
舞
い
を
演
じ
つつ
花
散
り
て
コロ
ナ
禍
の
ま
ま
こ
の
春
も
ゆ
く

春
が
す
み
い
と
長
閑
な
り
こ
れ
の
世
に
桜
花
咲
く
住
み
良
い
御
国

花
桃
の
咲
き
広
が
れ
る
丘
に
立
ち
来
し
方
臨
む
天
空
碧
し

結
局
は
何
も
し
な
い
で
終
え
た
日
の
手
帳
に
記
す「
春
キ
ャベツ
甘
し
」

桜
燃
ゆ
る
尾
関
の
山
も
ひ
と
だ
か
り
散
ら
ふ
こ
と
な
き
も
の
の
な
け
れ
ど

は
る
ぼ
こ
り

の
ぞ

あ
お

う
ま

は
な 手

元
よ
り
昏
れ
て
来
る
な
り
　
摘
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
部
　
豊
枝

コロ
ナ
禍
に
遠
く
住
み
を
り
夕
桜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
田
シ
ヅ
カ

隣
人
と
花
を
愛
で
け
り
朝
夕
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
垣
内
　
良
野

つい
探
す
記
憶
の
中
の
山
桜
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
康
子

いつ
咲
く
の
花
のつ
ぼ
み
に
聞
い
て
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
部
智
津
子

新
天
地
つ
く
し
ん
ぼ
う
が
お
出
迎
へ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
池
　
博
子

朝
日
射
す
土
の
吐
息
や
春
の
霜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杤
木
　
豊
子

朝
寝
し
て
つ
く
ろ
ふ
髪
や
日
の
ま
ぶ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
平
富
美
子

鶯
の
谷
渡
る
ら
し
ふ
と
耳
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
征
子

灯
を
を
と
し
至
近
距
離
な
る
花
の
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
嶋
　
敏
江

初
蝶
の
色
見
せ
ぬ
ま
ま
草
に
消
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
碕
智
恵
美

さ
く
ら
さ
く
ら
こ
の
木
は
母
と
く
ぐ
り
し
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
嶋
　
昭
男

俳

　句

　琴
峯
華
句
会  

四
月
の
作
品
か
ら

ち
を
元
気
に
！
地
域
お
こ
し
協
力
隊

ま

川尻地区の山で松の木を伐採し出荷 家畜人工授精師の資格を活かして和牛繁殖にも挑戦

この写真で場所が分かるかな？

低い目線で見るとより楽しめます

　
　
　
　
　
　

 

4
月
届
出
分

渡
部
　 

　
颯
一 

ち
ゃ
ん

塚
原
　 

　
彩
心 

ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

 

4
月
届
出
分

幸
　
弘

　
誠

（
上
　
区
）

（
獅
　
子
）

新
生
児

届
出
人

地
区

そ
う
い
ち

あ
こ
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令
和
3年
5月
20日

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
  飯
南
町

小
さ
な
田
舎
か
ら
の「
生
命
地
域
」宣
言

ま
ち

7

14

21

8

15

22

28 29 30

9

16

23

10

17

24

11

1 2 3 4 5

18

25

12

19

26
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7/1 7/2 7/3

6
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20
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収集日 収集地区 収集日 収集日

金属類・灰類
くつ類・プラスチック類

陶器・ガラス類
くつ類・プラスチック類

教育 健康・保健 文化・体育 その他

水 木 金 土火月

2021.6

16日（水）

28日（月）

30日（水）

29日（火）

21日（月）

23日（水）

22日（火）

14日（月）

16日（水）

15日（火）

7日（月）

9日（水）

8日（火）

頓　原

23日（水）赤　来

資源物
汲取り地区 汲取り日 収集地域

頓　原
志　々

赤　名

来　島 15日（火）　 16日（水）

18日（金）　 22日（火）

　8日（火）　   9日（水）

●4,698人（前月比+16人）  ●男性2,210人  ●女性2,488人  ●世帯数2,051戸　R3.5.1 現在

し尿汲取り日

町の人口

［頓原地域］電話72-1401 ［赤来地域］電話76-2441 ［いいしクリーンセンター］電話72-9217　※決められた日時をお守りください。

スマホで広報紙を
読みませんか？

日

頓 原 連 担 地

八 神 連 担 地

頓原・八神連担地以外

赤 名 連 担 地

来 島 連 担 地

赤名・来島連担地以外

きじま里山講座
「野草観察」
（三瓶自然観サヒメル）

みんなの広場映画会
「花のあとさき」
（来島交流センター）

はぴこ無料結婚相談会
（役場本庁舎）
18：00～※予約制

親子読書アドバイザーの
読み聞かせ・子育てミニ講話
（中央図書館）
11：00～12：00
しまね家庭の日

雲南市・飯南町中学校
総合体育大会（～5日）
乳児健診
（保健福祉センター）

中学校市町陸上大会
（三成公園陸上競技場）
ほっと。Café
（来島保健センター）
（食講座【大人】）10：00～13：00
こころの健康相談日
（保健福祉センター）※完全予約制

授業公開日
（来島小）

授業公開日
（頓原小）

遠足（頓原小）

授業公開日・
地区懇談会
（赤名小）
ほっと。Café
（来島保健センター）
10：00～11：30

ほっと。Café
（来島保健センター）
10：00～11：30

ほっと。Café
（来島保健センター）
10：00～11：30

飯南町音楽祭
（頓原中・赤来中）

ほっと。Café
（来島保健センター）
（リフレッシュ講座）
10：00～11：30
町県民税納期限
国民健康保険料納期限
後期高齢者医療保険料納期限
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